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V345a X線天文衛星代替機 (XARM) 搭載の軟Ｘ線撮像装置の検討状況
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「ひとみ」衛星のリカバリーミッションとして最短で 2020 年度の打ち上げを目指している、X 線天文衛星代
替機 (XARM: X-ray Astronomy Recovery Mission)には、軟Ｘ線分光器Resolveとともに、軟Ｘ線撮像装置が搭
載される予定である。軟Ｘ線撮像装置は、軟Ｘ線反射鏡とＸ線 CCDカメラを組み合わせた構成で、0.4–13 keV
のエネルギーバンドで 38分角という広い視野をカバーする。Resolveの 3分角の視野内のＸ線天体をより高い位
置分解能で検出するとともに、Resolve視野周辺のＸ線天体を同時観測でとらえる。高エネルギー側まで大きな有
効面積を確保し、ResolveとともにＸ線天体の連続成分を精度よく決定する。同時に、低い非Ｘ線バックグラン
ドレベルで、低表面輝度の天体に関する高い感度を有する。軟Ｘ線反射鏡、Ｘ線 CCDカメラとも、代替機ミッ
ションの要求に即して仕様の再検討を行ったうえで、基本的にひとみ衛星搭載の SXT-Iおよび SXIの装置デザイ
ンを踏襲する。ただし、ひとみ搭載の SXIで問題になった可視光遮断性能に関しては、CCD素子レベル、衛星
システムレベルでの対策を検討している。また、エネルギー分解能要求 FWHM 250 eV以下 @ 6 keV(ミッショ
ン期間を通じて)を確保するために、電荷転送効率の向上、ゲイン向上を取り込んだCCD素子の試作を検討して
いる。以上の検討状況を開発体制とともに紹介する。


